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菌群である、Lactobacillus 属、Bifidobacterium 属、Enterococcus 属の 16S リボソーム RNA の種間で差の多い領域に
対して特異的なＰＣＲプライマーが作成できるか検討を行った結果、Bifidobacterium 属に対して特異的なプライマ
ーを得ることができた。次にこのプライマーを用いて、基礎生物学研究所の飼養保管施設における糞便についてＰ
ＣＲを行ったところ、10 種類の配列が得られた。もっとも頻度が高かったのは B. reuteri に相当する配列で、7 ケ




E-18 霊長類のみに存在する新規遺伝子 PIPSL の進化や機能の解明 
大島一彦,松村研哉(長浜バイオ大・バイオサイエンス) 所内対応者：郷康広 
PIPSL は、RNA を介してエキソンが混成し、それに遺伝子重複が連動するという、極めて新奇なメカニズムで
誕生した霊長類特異的な遺伝子である。チンパンジーの精巣では、PIPSL の RNA からタンパク質への翻訳が抑制
されている。新たに誕生した遺伝子が、どのように発現調節機構を獲得、あるいは変化させたのか探るため、PIPSL
周辺のゲノム配列の比較解析を行った。PIPSL の 5’上流域には、霊長類間で高度に保存された Primate Conserved 
Element が存在している。さらにこの配列が ENCODE プロジェクトの機能注釈と重なるため、この領域が PIPSL
の転写制御に関わる可能性が強く示唆された。そこで、PIPSL の転写開始点から約 1.5kb 上流のこの領域や転写開
始点直近の配列を用いたレポーターアッセイを行った。転写開始点直近の配列を用いた場合、転写量が有意に増加
した。しかし Primate Conserved Element を含む配列では有意な変化は見られなかった。今後は PIPSL の組織特異的
な発現との関連を調べるため、発現組織により近い性質の細胞株を用いる。 
E-19 生活習慣と AMY１遺伝子多型との関連 
鈴木良雄, 鯉渕絵里, 櫻庭景植, 広沢正孝, 川田裕次郎(順大院・スポ健科学), 門屋遥香(順大院・スポ健), 五十嵐庸,




2012 年 12 月までに、予備検討として 74 名の大学生より、DNA と唾液を採取し、アミラーゼ活性と AMY1 コピー
数との関連を検討した。その結果、大学生ではコピー数と AMY1 多型との間に明確な相関は認められなかった。
成長期に食事に適応することにより、大学生では AMY1 コピー数と活性の相関が消失した可能性がある。 
成長期に適応が起こっているのか、もしそうであればそれは何歳ごろか、またどのような食習慣が適応を促すの
かを明らかにするため、長野県・長野市内在住の、４歳児から中学３年生までの 12 年代の児童(各 100 名)を対象に
調査を行うこととし、2012 年 11～12 月に長野市内の保育園(4 か所)の園児(4～6 歳児：290 名)を対象に、質問紙調
査を行い、2013 年 1～2 月に唾液・DNA の採取を行った。 
今後、保育園児の検体の解析を進めると共に、小中学生にも対象を拡大してゆく予定である。 
E-20 霊長類皮膚発現遺伝子の進化遺伝学的解析 





平成 24 年度には、チンパンジー、オラウータン、ゴリラそれぞれ、4 個体、2 個体、2 個体の皮膚サンプル 500
㎎を分与いただいた。現在は、それぞれの組織から RNA の単離をこころみている。今後は、これらの RNA のマ
イクロアレイ解析を行い、定性的に種間で発現量の異なる遺伝子を同定していく。また、発現量の違っている傾向
にある遺伝子については、Real-Time PCR を用いて遺伝子の発現量が違うかどうか明らかにしていく。 
